
－果皮が赤く、酸味が少ないので差別化できますー

全国のウンシュウミカン栽培面積は多く、生産量が多い年には出荷が集中して市場価
格が低迷します。このためミカン農家経営の不安定要因にもなっており、県内生産者か
らは市場での有利販売のため愛知県オリジナル品種を求められるようになりました。
そこで、年内出荷可能で果皮色が赤く、ウンシュウミカンが持つはく皮性の良さ、無
核性を保持する品種開発に取り組みました。

カンキツ「蒲郡１号」を開発カンキツ「蒲郡１号」を開発

２０１０年 愛知県農業総合試験場の１０大成果
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カンキツ「蒲郡１号」は、早生ウンシュウミカンの主力品種である「宮川早生」より
減酸が早く早期出荷でき、果皮色が赤く市場では他のウンシュウミカン品種と差別化で
きる品種です。本品種を導入することにより、愛知県産独自のブランドとして有利に販
売でき、県内生産者の経営安定と産地活性化に貢献できます。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

カンキツ「蒲郡１号」は、極早生のウンシュウミカン「千賀早生(宮川早生の枝変わ
り系統名）」に、果皮は赤橙色ですが種子が多く入りやすい「ページ」を交配し、選抜
して育成した早生のカンキツ品種です。ウンシュウミカン「宮川早生」に比較して、果
形、果実重、はく皮性、糖度は同程度で無核性を持ち、 クエン酸の減少が早く早期出
荷が可能です。特に、果皮色が鮮赤橙で、赤みが強い特性を持っています。

カンキツ「蒲郡１号」の果実着果の状況

　　蒲郡１号と宮川早生の果実品質の比較　　　　　　　　　　（2009年11月20日）

１果の重さ 糖（甘味） クエン酸（酸味）

（ｇ） （Brix) （％）

蒲郡１号 98.5 11.8 0.93 9.8 鮮赤橙 1.5

宮川早生 97.2 12.4 1.15 9.5 濃橙 0.5

注）着色歩合：無０～完全着色10

注）果 皮 色：数値が大きくなるほど赤みが強くなる

注）浮 皮 度：果皮と果肉の間にできる隙間の程度を無０、軽１、中２、甚３に数値化

品種系統名 果皮色 浮皮度着色歩合


